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ストレートパーマ処理による毛髪の構造変化n

O 小川聡＊　卯津江賢＊　藤井一樹＊　金山勝美＊　徳田澄美*  *　上甲恭平＊＊

(＊(株)ミルボン ＊≪京都女子大)

目的　永久縮毛矯正プロセスとして、還元、熱処理及ひ酸化の３段階処理が行われているが、シスチン

(CyS)含量の高い毛髪に対して、従来の方法では永久矯正毛を得ることが困難であった。報告Ｉで。様々

なCyS 含量の毛髪に対しても適用可能な還元系が見出されたことを報告した。本研究では、矯正毛のス

トレート形態の固定並びに毛髪のダメージと微細・組織構造との関係を明らかにすることを目的とする。

方法　縮毛矯正処理は、報告１と同様に２成分還元系を用いチオグリコール酸(TGA) とジチオジグリコー

ル酸(ＤＴＤＧ)の濃度を変化させて行った。内部構造の変化の解析は、Ｘ 線回折、高圧示差走査熱量分析

(ＰＤＳＣ)を用いて行い、過収縮率 長は、還元処理前の毛髪の乾燥時の長さLo と酸化後の乾燥時の長さＬ

とから収縮の％として計算された。強伸度測定はテンシロンUTM･n･20 を用いて行った。

結果　２成分重量％濃度比[dtdg]/[tga1 の異なる還元系によって得られた矯正毛の過収縮の結果から、

ストレート形態の固定はＬ。に依存するが、Lc値が5～8% の範囲では、形態固定の永久性が達成されるこ

とがわかった｡従来の還元系で得られた矯正毛のPDSC 曲線には､約uov. に幅広い発熱ピークと約i8o ℃

に融解に伴う吸熱ピークが観察されるが、2/9還元系で得られた矯正毛では発熱ピークは観察されなかっ

たことから、内部歪の少ない安定な架橋構造を取っていると示唆された｡L ，とα結晶の融解熱量との関係

から、(1)過収縮はαヘリックスのランダム化によって生じること、(2)Lcが10 ％で、毛髪中のａヘリック

スはすべてランダム化されること、(3)ダメージを生じない永久矯正毛髪中のａ結晶量は未処理毛髪のそ

れの約15 ～45% に相当すること及び(4)毛髪矯正による永久性はａ結晶相の非晶相への転移の結果である

ことが示唆された。矯正毛髪の乾及び湿状態における強伸度特性と毛髪構造との関係も論じた。
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動的粘弾性、陽電子消滅法と固体"CNMR によりポリエチレンの緩和機構の評価
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類のポリエチレンを用いて非晶相緩和ならび
二 種類の分散が存在するが、いずれも局所的
l違を、非晶相のゴム領域と界面領域での、回
tするため、活性化耳ネルギーを求める。
数O.Ol~lOOHz の範囲で複素弾性率を測定し
って重ね合わせを行い、マスターカーブを作
の逆数のプロットより活性化エネルギーを算

メルトフィルムの局所的な緩和機構について、13c NMR の測定からも検討した。陽電
子消滅法を用いて、ポジトロンの消滅の寿命と動的力学測定で観察した転移温度の関係を
検討した。

結果　活性化エネルギーの結果から、結晶緩和には≪1とα の分散が、非晶相緩和は
従来のガラス転位によるものではなく、結晶ラメラに存在する罪晶相の配向に係わる粒界従来のガラス
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の結果より-i2o ℃付近に起こるガラス転移はｙ緩和機構と分かった。　力学
まる界面領域でのセグメントの回転に係わる活性化エネルギーの値が､固体高
Ｒのスピンー格子緩和時間の温度依存性から見積もられる活性化エネルギー
一致した。
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